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絵手紙のフレーム切手
市内の郵便局で発売

日本郵便㈱がフレーム切
手「狛江で育った絵手紙」
を狛江市内の７郵便局など
10局 局
の店頭で販売している。
Ａ５判シートに、市内在
住の絵手紙作家小池邦夫さ
んが描いた狛江駅前の巨大
絵手紙に使われた絵に加
え、縦37ｍｍ×横32ｍｍ
の63円切手10種、絵手紙
発祥の地－狛江についての
解説文が印刷されている。

1 , 0 0 0
シートを
作り、１
シ ー ト
1 , 2 2 0
円（税込）
で販売し
ている。
絵手紙
のフレー
ム切手は平成22年に巨大
絵手紙が初めて作られた時
に次いで２度目。狛江市の
協力で、狛江岩戸南郵便局
の星野真樹局長らが中心と
なり実現した。星野局長は

「市外からもたくさんの人
が窓口で買いに来ており、
絵手紙と狛江の良さを知っ
てもらうきっかけになれ
ば」と話している。
問い合わせ☎3489-
1330狛江岩戸南郵便局。

50周年記念に資料展示
中央図書館で19日まで

狛江市立図書館が19日
「狛江市制施行50

周年～あらためて知ろう　
ふるさと狛江」と題し、中
央図書館で市政資料の冊子
などを展示している。

市制施行50周年を機会
に市の歴史や自然、行政の
あり方などを知ってもらお
うと企画したもので、市教
育委員会が編集した『狛江
の文化財案内』『市史研究　
狛江』『狛江村誌　復刻版』
などの歴史や文化財をはじ
め『狛江の植物』『狛江の自
然　野鳥と多摩川』などの
自然関係の書籍、行政資料
など55点を展示・貸出し
ている。
問い合わせ☎3488-
4414狛江市中央図書館。

フレーム切手

株式会社吉沢塗装
（和泉本町1-14-15）
は、住宅の塗装工事を

専門に行っている。
創業者の吉澤三郎さん（昭和5年～平
成23年）は、群馬県利根郡新治村赤谷
（現・みなかみ町)で５人兄弟の4番目に
生まれた。東京都檜原村出身で、赤谷
湖付近で働いていた父が10歳で急死し
たため、吉澤家は日々の生活に追われ
るようになった。さらに、稼ぎ頭だっ
た長兄が太平洋戦争に出征して戦死、
ほかの兄たちも相次いで家を出たため、
戦後は三郎さんが一家を背負う立場と
なった。林業を営んでいた、小学校の
同窓生で、後に妻となるアキさん（昭
和6年～平成14年）の実家で山から切
り出した木材をトラックで運ぶ職人と
して働いた。その後、30年代初めに2
人は結婚、村で豆腐屋を始めた。娘２
人に恵まれたが、早朝から冷たい水を

使う仕事で
アキさんが
体調を崩し
豆腐屋を廃
業、38年
に日野市で
塗装職人を
していた親

類を頼り、三郎さんの母と妻子
、狛江で

塗装業を営んでいた親類の親
方の下で見習いとして働き始
めた。
真面目で手先が器用だった
三郎さんはすぐに仕事を覚
え、40年には親方がいた狛
江町（当時）中和泉のアパー
トに転居するとともに独立し
た。初めは親方の仕事の下請

けなどもやっていたが、首都圏の住宅
建設が盛んになり、狛江も住宅建設
ラッシュが続き、仕事はすぐに軌道に
乗り、44年にはアパートの近くに事
務所を兼ねた自宅を建てた。その頃か
ら職人を雇い、最盛期には３人の住み
込み職人がいたという。口数の少ない
三郎さんとは対照的に妻のアキさんは
社交的で、仕事仲間や近所の人と交流
を深め、三郎さんの仕事を陰で支えた。
また、料理もうまく、職人の弁当だけ
でなく、夕食時には多くの人が来て食
卓を囲んだという。
仕事は順調に伸びて、２人の娘も成
人。長女は市内の人と結婚して家を出
た。次女の信恵さんは、両親が姉とい
う後継者を失って落胆している様子を
見て、婿養子を迎えて家業を継ぐ決心

を固めた。信恵さんはその
後、親類の紹介で結婚し、
夫が塗装職人になって家業

を継ぎ両親を安心させた。平成14年に
は事務所兼自宅を現在の場所に移した。
長年仕事を発注してくれた市内の工
務店の倒産に遭い、信恵さん自身も離
婚を経験するなど苦労したが、中学卒
業後から塗装の仕事をしてきた現社長
の健治さん（42）と再婚。まだ若かっ
た健治さんは仕事の仲間の信頼を得る
のに苦労したが、三郎さんの時代から
長く付き合っている工務店や顧客に支
えられたほか、健治さんの真面目な仕
事ぶりを信頼する仕事仲間からの依頼
が増え、業務を受け継ぐことができた。
その後はリーマン・ショックによる景
気の悪化も乗り切り、25年に法人化
した。現在は、健治さんと職人に加え
ベトナム人実習生2人で狛江や近隣の
塗装工事をこなし、信恵さんは経理を
はじめ事務を担当している。
健治さんは「塗装は外からは見えな
い下地をていねいにやることが大切で
す。実直にやっていれば結果は必ずつ
いてきます。塗り替えの時期がきたお
客様からまた仕事を頼まれることは、
私たちの仕事を評価してもらった証明
ですので、すごくうれしいです」と話
している。
㈱吉沢塗装☎3480-2885、営業時
間＝午前8時～午後5時、　日曜休み

狛江を中心に住宅の外壁塗装手がける

昭和40年に創業／顧客や仕事仲間の信頼でピンチ乗り切る吉澤健治さん（左）と信恵さん
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吉
沢
塗
装

狛江市の市民憲章が10月1日から新
しくなった。45年ぶりの改定に携わっ
た狛江市民憲章見直し検討委員会委員
長の石黑健司さん（60）に話を聞いた。

改定の理由■制定から40年以上が経ち、
市民憲章自体を知らない市民が多くな
りました。市民憲章は本来は市民のた
めのもので、市民が狛江に誇りと親し
みを持てるようにするのがねらいです。
狛江市民としての連帯感や誇りを持ち、
地域の課題を共有するために理念を認
識する必要があります。そうしたこと
から、市民協働事業として平成28年度
から見直しを行うことになりました。
前の市民憲章も良くできていました
が、昭和50年の制定ですから、内容が
いまの時代に合わない箇所がみられま
す。例えば、制定された当時は公害が
大きな社会問題でしたから、「公害の
ないまち」をうたう必要がありました。
その頃、多摩川は水が濁り、捕ったア
ユは臭くて食べられませんでした。し
かし、いまでは多摩川の水もすっかり
きれいになるなど、現在ではあえて入
れなくても良いのではと考えました。
新市民憲章の特色■狛江の長い歴史
と、文化を育むまちであることを盛り
込んだのが特色です。狛江の一帯は万
葉集の東歌にも詠まれ、江戸時代には
多摩川で歌舞伎も上演されたという話
を聞きました。私自身も、狛江第二中
学校の同級生に音楽家斎藤ネコさんが
おり、１学年下にチェリストの溝口肇
さんがいて、卒業時には2人も加わっ
てビバルディの「四季」を生で演奏し
てもらいました。妹の同級生にもMr. 
Children（ミスターチルドレン）の
メンバーがいます。狛江は、こういっ
た音楽文化に触れる機会が多かったで
すね。そうした狛江の特色を反映させ
るように心がけました。具体的には「明
るい歌声」、「万葉の歴史」という言葉
ですが、できるだけ市民が覚えやすく、
子どもにも分かりやすい言葉を使うよ
うにしました。

前の市民憲章に
入っている「水と
緑のまち」という
言葉を残す、残さ
ないということは
特に意識しません
でした。ただ、「多
摩川と野川に囲ま
れた豊かな自然が
あふれるまち」と
いう言葉に受け継がれています。「水
と緑のまち」というキャッチフレーズ
は全国各地にあると思いますが、「多
摩川と野川に囲まれた」という言葉に
なったことで、狛江らしさが出せたと

思います。
改定までの
経過■委員
会では28
年度に他の
自治体への
調査などを
通じて改定
方法を検討

し、29年度に市民の意見の収集と素案
の作成、30年度から31年度にかけて
パブリックコメントを実施し、令和2
年の公表に向けた検討を行いました。
私は生まれも育ちも狛江の、狛江大
好き人間ですから委員長を引き受ける
ことにしました。委員は8人で、ひと
りを除いて私より年上でしたが、みな
さん非常に協力的で、前向きな意見を
活発に交わしました。委員はそれぞれ
狛江への強い思いをお持ちなので、そ
れをどうやって吸い上げ、反映させて
いくかに苦労しました。
素案を作る前に、できるだけたくさ
んの人の意見を入れたいと思い、小・
中学生のほか、市民まつりなどのイベ
ントでのべ1,300人近くからアンケ

ートも取りました。狛江の好きなとこ
ろや将来めざしたいイメージなどを聞
きましたが、非常に参考になりました。
素案をまとめる段階で、中学校の国
語の先生、小説家、アナウンサーにア
ドバイザーを依頼し、第三者の視点か
らもチェックしてもらいました。素案
へのパブリックコメントを実施し、市
民説明会を開いて、ようやくまとめる
ことができました。
市民に向けて■狛江が町から市になっ
た時、私は小学生だったのですが、丸
い青銅色の市章をあしらった文鎮をも
らいました。そうした記憶に残るよ

うな物を子どもたちに配った
り、学校に市民憲章の看板を
立てるなど、普及のための活
動を継続的にする必要がある
と思います。

神戸に住んでいた同僚が自宅に泊ま
った時、多摩川を朝散歩して「空気が
うまくていいね」と話すのを聞いて、
ふるさと狛江の環境の良さを再認識し
ました。市民憲章は単なる標語でなく、
ひとつひとつの言葉の意味を感じなが
ら、ふるさと狛江での生活を豊かにす
る指針にしてほしいと思っています。
石黑健司さんの横顔＝狛江市の農家の
12代目に生まれる。狛江第三小学校、
狛江第二中学校を経て國學院大學國學
院高等学校から國學院大學法学部入
学。卒業後、昭和57年に理美容・医
療機器メーカーに就職、定年退職後に
嘱託として勤務。62年に狛江市消防
団に入り令和2年から地区消防隊本部
長。平成20年から猪方町会理事。神社、
史跡めぐりと歴史探訪が趣味で、お祭
りが好き。妻と2男１女、伯母の６人
家族。ふるさと狛江の生活を豊かにする指針にしてほしいです。

狛江市民憲章見直し検討委員会
委員長

石黑 健司さん

新しい市民憲章
いつまでも、このまちで暮らしたい。
ふるさととしてみんなに愛されるまちを目指します。
一　みんながふれ合い支え合うやさしいまち
一　多摩川と野川に囲まれた豊かな自然があふれるまち
一　明るい歌声が響き文化を大切にするまち
一　健やかな心とからだが育つまち
一　万葉の歴史を未来の夢へつなぐまち

令和2年10月1日改定


